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議
会
広
報
１
０
０
号

祝
町
民
に
親
し
ま
れ
る

議
会
広
報
で
在
り
た
い

平
成
３
年
６
月
に
創
刊
さ
れ
た
議
会
広
報
は
、
今
号
で
１
０
０
号
を
迎
え

ま
し
た
。

創
刊
号
に
お
い
て
『
あ
り
の
ま
ま
に
議
会
の
状
況
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
り

自
治
意
識
の
高
揚
に
資
し
、
馴
染
み
の
な
い
政
治
や
議
会
が
、
よ
り
身
近

に
な
る
も
の
と
確
信
し
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
こ
と
を
念
頭
に
置
い

て
心
が
け
る
』
と
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
23
年
…
現
在
も
変
わ
ら
ず
に
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
念
頭
に
置

き
、
編
集
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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『
あ
り
の
ま
ま
を
伝
え
る
』

議
会
広
報
の
役
割

　

平
成
３
年
６
月
に
創
刊

号
を
発
行
し
、
今
号
で
１

０
０
号
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
偏
に
、
議
員
諸

先
輩
方
、
歴
代
広
報
委
員

の
一
方
な
ら
ぬ
お
力
添
え

に
よ
る
も
の
と
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
０
０
号
に
至
る
ま
で

に
は
、
紙
面
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
繰
り
返
し
行
い
、

町
民
の
皆
様
に
対
し
、
議

会
が
身
近
な
存
在
と
な
る

よ
う
に
と
、
歴
代
広
報
委

員
が
試
行
錯
誤
し
、
現
在

の
発
行
形
態
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。

山 下 敏 二議  長

　

議
会
は
、
町
民
の
代
表

と
し
て
付
託
に
応
え
、
真

に
あ
る
べ
き
二
元
代
表
制

の
姿
を
捉
え
直
し
、
議
決

機
関
と
し
て
担
う
役
割
を

明
確
化
す
る
と
と
も
に
、

町
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や

す
い
議
会
へ
と
改
革
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
議
会

広
報
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
議
会
情
報
を
お
知
ら
せ

す
る
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
ず
は
お

手
に
と
っ
て
い
た
だ
き
、

町
政
や
議
会
活
性
化
に
つ

い
て
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

１
０
０
号
を
通
過
点
と

し
、
今
後
も
わ
か
り
や
す

い
議
会
情
報
を
お
知
ら
せ

で
き
る
よ
う
研
鑽
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
御

指
導
、
御
鞭
撻
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
１
０
０
号
の

発
行
を
祝
し
て

　

議
会
だ
よ
り
が
平
成
３

年
６
月
の
創
刊
以
来
、
今

号
で
記
念
す
べ
き
１
０
０

号
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ

と
は
、
誠
に
意
義
深
く
、

ご
同
慶
の
至
り
で
ご
ざ
い

ま
す
。
編
集
・
発
行
に
携

わ
ら
れ
ま
し
た
歴
代
の
議

員
各
位
の
ご
努
力
に
、
敬

意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
は
「
あ
り

の
ま
ま
に
、
わ
か
り
や
す

く
、
住
民
と
と
も
に
」
を

基
本
理
念
と
し
て
、
議
会

や
委
員
会
等
で
審
議
し
た

町
政
に
係
る
案
件
を
町
民

の
皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お

佐 藤 聖 一 郎町  長

り
ま
す
。

　

創
刊
号
か
ら
現
在
ま
で

の
議
会
だ
よ
り
を
拝
見
い

た
し
ま
す
と
、
創
刊
当
初

は
会
議
録
を
基
本
に
要
約

掲
載
さ
れ
、
臨
場
感
豊
か

な
紙
面
づ
く
り
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
最
近

で
は
よ
り
多
く
の
情
報
を

的
確
に
町
民
に
伝
え
る
こ

と
に
主
眼
を
置
か
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
時
代

の
変
遷
と
と
も
に
、
読
者

で
あ
り
ま
す
町
民
の
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
対
応
さ
れ
、

議
会
の
情
報
公
開
と
町
民

へ
の
説
明
責
任
が
十
分
に

果
た
さ
れ
て
い
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

創
刊
１
０
０
号
と
い
う

節
目
を
契
機
に
、
更
な
る

情
報
公
開
に
努
め
、
充
実

し
た
広
報
紙
と
し
て
発
刊

さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待

申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
こ

と
ば
と
い
た
し
ま
す
。

　北海道町村議会議長会では、住民のために役立つ議会広
報として広報技術の向上に資するため、優秀な議会広報を
表彰しています。
　平成22年度の第30回コンクールに本町議会として初めて
応募し、審査の結果、入選をいただきました。
　その後も毎年応募はしていますが、議会広報の編集レベ
ルが向上し、入選が難しくなってきていますが、今後も研
鑽を重ね、編集技術のレベルアップを図っていきます。

道コンクール初応募で初入選Memory
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町
民
の
声
に
応
え
て
発
刊

大 北　　 始
八代議長

　

我
が
町
の
議
会
広
報
が

１
０
０
号
と
い
う
記
念
す

べ
き
節
目
を
迎
え
ま
し
た

こ
と
に
対
し
、
心
よ
り
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
が
議
長
在
任
中
の
平

成
３
年
６
月
に
創
刊
し
た

議
会
広
報
は
、
町
民
の
皆

様
か
ら
発
行
を
望
む
声
を

お
聞
き
し
た
こ
と
か
ら
、

議
会
と
し
て
そ
の
声
に
応

え
る
べ
く
発
行
す
る
に
至

り
ま
し
た
。

　

創
刊
号
に
携
わ
っ
た
者

と
し
て
、
１
０
０
号
を
迎

え
る
こ
と
は
、
大
変
喜
ば

し
い
こ
と
で
あ
り
、
歴
代

広
報
委
員
の
ご
努
力
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　

私
が
議
長
に
在
職
し
て

い
た
当
時
、
議
員
は
16
名

お
り
ま
し
た
。
現
在
は
９

名
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
時
代
が
変
わ
れ
ど

町
民
の
声
を
町
政
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
は
議
員
の
使

命
で
あ
り
ま
す
。

　

町
と
議
会
が
協
力
し
、

我
が
町
が
今
後
ま
す
ま
す

発
展
す
る
こ
と
を
ご
期
待

申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
こ

と
ば
と
い
た
し
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

一般質問を要約掲載

（76号・平成20年６月）

民
と
と
も
に
１
０
０
号

町

道議長会議会広報コンクール入選（83号・平成22年３月）

家族の絆をテーマにした表紙（91号・平成23年11月）

にき町議会だより第１号
平成３年６月15日発行

　時報発行から約６年後、町議会
として発刊された広報紙である。
　内容は、平成３年第１回定例会
の審議内容及び一般質問、第１回
及び第２回臨時会の審議内容が掲
載されている。一般質問は、８名
の議員が登壇（17件）し、町に考
えを問い質

た だ

した。
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

議
会
の
先
取
り
情
報
が
命

畑 中 勝 征
九代議長

　

議
会
広
報
１
０
０
号
発

刊
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
が
初
当
選
し
た
昭
和

50
年
、
町
の
広
報
紙
は
今

日
と
は
比
較
に
な
ら
な
い

ほ
ど
簡
素
で
、
行
政
や
議

会
の
内
容
や
活
動
に
つ
い

て
は
、
各
議
員
が
町
民
と

の
対
話
的
政
治
活
動
や
そ

れ
ぞ
れ
の
力
量
に
よ
っ
て

行
わ
れ
て
い
る
時
代
で
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
は
当
然
、
公
平

で
客
観
的
な
内
容
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
、
議
会
が

責
任
を
持
っ
た
広
報
紙
の

発
刊
が
、
メ
デ
ィ
ア
の
発

達
と
と
も
に
必
要
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
先
駆
け
が

議
会
時
報
の
特
集
号
で
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
様
々
な
議
論

を
経
て
、
第
１
号
の
発
刊

と
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま

す
。

　

政
治
や
経
済
も
グ
ロ
ー

バ
ル
な
時
代
と
な
り
、
町

民
意
識
も
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
が
、
議
会
広
報
の

役
割
を
更
に
充
実
さ
れ
ま

す
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

デザインを一新

（50号・平成14年３月）

表紙をカラーに変更（36号・平成11年６月）

紫色の一色刷りに変更

（18号・平成７年10月）

広
報
23
年
の
あ
ゆ
み

議
会

仁木町議会時報（広報にき特集号）
昭和59年９月１日発行

　議会広報の先駆けであり、この
時報があったからこそ、現在の議
会広報が創刊したとも言える。
　内容は、農業振興の具体的な方
策に検討を加えて、理事者にその
実現を要望すべく実施した、果樹
王国山形県下の先進地研修の報告
である。　
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プラン終了後   初年度の決算審査

す
べ
て
の
会
計
を

「
認
定
す
べ
き
も
の
」
と
決
定

会　計　名 収入（歳入） 支出（歳出） 差　引

一般会計 33億9564万2654円 33億7049万8642円 2514万4012円

国民健康保険事業
特別会計

2億8617万9553円 2億8288万3240円 329万6313円

簡易水道事業
特別会計

8億8335万500円 8億8228万2218円 106万8282円

後期高齢者医療
特別会計

6083万7414円 6053万9846円 29万7568円

※平成24年度決算認定は、委員会の審査結果を12月定例会で報告・審議し、本会議
で認定可決しています。（詳細は11㌻に掲載しています）

平成24年度各会計収支（歳入・歳出）一覧表

平成24年度

決算審査

一般会計  収入（歳入）合計
３３億９５６４万２６５４円

自主
財源依

財

存

源

収入
（歳入）

繰越金　2374万8352円

使用料及び手数料
7123万5987円

諸収入　6880万7100円
その他の収入　2252万1046円

地方交付税
18億7626万9000円

国庫支出金
３億4324万7521円

道支出金
１億5041万2035円

借入金（町債）
４億7114万6000円

その他の交付金　8934万5702円

町税
２億7890万9911円
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プラン終了後   初年度の決算審査

一般会計  支出（歳出）合計
３３億７０４９万８６４２円

収

町支貯

平
成
24
年
度
決
算
審

議
の
た
め
、
特
別

委
員
会
（
嶋
田
委
員
長
）

を
設
置
し
、
一
般
会
計
及

び
国
保
・
簡
水
・
後
期
高

齢
者
医
療
の
３
特
別
会
計

を
４
日
間
に
わ
た
り
、
慎

重
に
審
査
し
た
結
果
、
す

べ
て
の
会
計
を
『
認
定
す

べ
き
も
の
』
と
決
定
し
ま

し
た
。

一
般
会
計
収
入
（
歳

入
）
合
計
額
は
、

前
年
度
比
３
・
４
％
減
の

33
億
９
５
６
４
万
円
、
支

出
（
歳
出
）
合
計
額
は
前

年
度
比
３
・
５
％
減
の
33

億
７
０
４
９
万
円
と
な
り

ま
し
た
。入

（
歳
入
）
の
55

・
３
％
を
占
め
る

地
方
交
付
税
は
、
前
年
度

比
０
・
７
％
減
の
18
億
７

６
２
６
万
円
と
前
年
度
同

様
減
額
措
置
さ
れ
、
各
種

交
付
金
を
含
め
た
国
庫
支

出
金
は
、
前
年
度
比
18
％

減
の
３
億
４
３
２
４
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

税
収
入
は
、
前
年

度
比
０
・
３
％
減

の
２
億
７
８
９
１
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

前
年
度
と
比
較
す
る
と

徴
収
率
は
改
善
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
未い

ま

だ
約
６
８

４
万
円
も
の
収
入
未
済
が

あ
り
ま
す
。

出
（
歳
出
）
で
は

ぎ
ん
れ
い
36
・
Ｂ

棟
及
び
ほ
た
る
４
の
建
設

工
事
や
水
稲
・
花
卉
ハ
ウ

ス
導
入
事
業
な
ど
が
、
計

画
ど
お
り
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

金
（
基
金
）
は
全

体
で
前
年
度
比
19

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

　５億１９２９万円

　７億１１０３万円

９億２３２０万円

１０億７６１４万円

１２億８４１６万円

◆貯金（基金）残高の推移〈一般会計〉

　　　　平成20年度の貯金（基金）は約５億円で

　　　　したが、行革プラン終了年の平成23年度

は約10億円、平成24年度は約12億円と、増額傾向

にあります。

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度 ３９億９８４７万円

３９億７８１１万円

４１億３２３２万円

４５億２０９７万円

４９億１９６２万円

◆借入金（町債）残高の推移〈一般会計〉

　　　　平成20年度に約49億円あった借入金（町

　　　　債）ですが、５年間で約９億円を減額し

ました。

議会費
5486万9022円

総務費
４億115万8901円

民生費
５億8182万738円

衛生費
３億8292万740円

農林水産業費
１億7666万476円

土木費
６億517万8448円

消防費
２億1004万2020円

教育費
２億924万9206円

返済金（公債費）
５億1717万1196円

諸支出金　２億610万7288円
その他　　　　2532万607円

支出
（歳出）

・
３
％
増
の
12
億
８
４
１

６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

行
財
政
構
造
改
革
プ
ラ

ン
で
は
、
町
民
に
も
負
担

を
強
い
る
中
で
、
財
政
の

健
全
化
を
図
っ
た
結
果
、

貯
金
（
基
金
）
残
高
も
増

加
し
て
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。
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徹底審査
決算委員会質疑

ここでは、各会計決算特別委員会で
行われた質疑を要約してお知らせし
ます。

平成24年度決算
新
施
設
で
の
使
用
有
無
は

大
江
セ
ン
タ
ー
椅
子
等
購
入

総務費

　
　
　
　

大
江
生
活
改
善

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
で
椅

子
等
を
購
入
し
た
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が

建
設
さ
れ
た
際
に
は
、
こ

の
椅
子
等
を
使
用
す
る
の

か
。

　
　
　
　

新
し
い
も
の
な

の
で
、
使
用
す
る
こ
と
を

前
提
に
考
え
て
い
る
。

副
町
長

横 関

　
　
　
　

救
急
医
療
情
報

　
　
　
　

キ
ッ
ト
の
配
布

に
つ
い
て
、
障
が
い
者
、

高
齢
者
等
は
無
償
で
配
布

し
て
い
る
が
、
無
償
配
布

対
象
者
以
外
の
方
に
は
ど

う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　

理
由
を
聞
い

た
上
で
、
無
償
配
布
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
く
。

住
民
課
長 住 吉

希
望
者
へ
の
配
布
対
応
は

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

民生費

ク
ラ
ブ
で
の
防
災
訓
練
は

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

民生費

　
　
　
　

多
く
の
児
童
が

　
　
　
　

利
用
し
て
い
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は

防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　

現
段
階
で
は

実
施
し
て
い
な
い
が
、
も

し
も
の
と
き
を
踏
ま
え
、

防
災
訓
練
等
の
導
入
に
つ

い
て
、
関
係
者
と
相
談
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

上 村

住
民
課
長

健
康
被
害
報
告
の
有
無
は

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

衛生費

　
　
　
　

子
宮
頸
が
ん
予

　
　
　
　

防
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
た
町
民
の
中
で
、

健
康
被
害
を
訴
え
た
な
ど

の
報
告
は
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　

医
療
機
関
か

ら
町
へ
副
作
用
反
応
報
告

は
な
く
、
ま
た
、
接
種
し

た
町
民
か
ら
も
健
康
被
害

報
告
は
な
か
っ
た
。

保
健
係
長 上 村

ヒ
グ
マ
出
没
時
の
巡
回
は

鳥
獣
被
害
防
止
対
策

農林水産業費

　
　
　
　

ヒ
グ
マ
等
が
出

　
　
　
　

没
時
の
巡
回
方

法
と
檻
の
数
は
。

　
　
　
　
　

情
報
が
入
っ

た
ら
直
ち
に
農
政
課
職
員

が
現
場
へ
向
か
い
、
必
要

な
場
合
は
猟
友
会
に
同
行

を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
檻
は
２
基
あ
り

道
へ
申
請
し
、
許
可
後
に

設
置
し
て
い
る
。

農
政
課
長 大 野
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運
行
負
担
金
の
使
い
道
は

Ｓ
Ｌ
ニ
セ
コ
号

商工費

　
　
　
　

Ｓ
Ｌ
ニ
セ
コ
号

　
　
　
　

運
行
負
担
金
の

使
い
道
は
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

Ｓ
Ｌ
ニ
セ
コ

号
車
内
に
チ
ラ
シ
等
を
掲

示
し
、
ま
た
、
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
作
成
や
Ｓ
Ｌ
ニ
セ
コ

号
の
出
発
式
、
札
幌
駅
の

改
札
口
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
て
い
る
。

企
画
課
主
幹 上 村

保
守
点
検
の
実
施
回
数
は

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

教育費

　
　
　
　

町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

の
舞
台
照
明
稼
働
保
守
点

検
は
、
毎
年
実
施
し
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　

舞
台
照
明
の

保
守
点
検
は
、
隔
年
で
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
関

連
し
て
可
動
席
の
保
守
点

検
も
隔
年
、
音
響
は
３
年

ご
と
に
実
施
し
て
い
る
。

野 崎

生
涯
学
習
係
長

実
効
性
の
あ
る
取
組
み
を
望
む

各
会
計
決
算
審
査
意
見
書
（
抜
粋
）

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

総
合
計
画
に
掲
げ
た
基
本
計

画
に
沿
い
、
各
種
事
業
に
取

組
み
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
た
こ
と
に
対
し
、

評
価
を
行
う
。

　

歳
入
で
は
、
町
税
、
保
険

税
、
保
育
料
、
使
用
料
な
ど

に
お
い
て
、
町
税
等
徴
収
事

務
対
策
委
員
会
や
後
志
広
域

連
合
に
よ
る
徴
収
の
努
力
は

認
め
ら
れ
る
が
、
依
然
と
し

て
多
額
の
収
入
未
済
額
や
不

納
欠
損
が
発
生
し
て
い
る
。

財
源
の
確
保
と
公
平
性
の
観

点
か
ら
、
債
権
管
理
の
適
正

化
や
徴
収
体
制
、
滞
納
処
分

の
強
化
に
取
り
組
ま
れ
る
と

と
も
に
、
納
付
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
努
め
、
実
態
に

応
じ
た
適
切
な
徴
収
対
策
を

講
じ
、
同
委
員
会
の
機
能
の

充
実
と
強
化
を
図
り
、
滞
納

解
消
に
努
力
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
歳
出
で
は
、
平
成
24

年
度
に
実
施
し
た
各
種
事
業

に
つ
い
て
、
事
務
事
業
評
価

の
視
点
か
ら
十
分
な
検
証
を

就
農
者
向
け
の
研
修
は

青
年
就
農
給
付
金

農林水産業費

　
　
　
　

青
年
就
農
給
付

　
　
　
　

金
に
つ
い
て
、

就
農
し
た
人
た
ち
向
け
の

研
修
等
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　

後
志
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
北
後
志

支
所
に
お
い
て
、
農
村
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
を
開
催
し
て
お

り
、
町
も
そ
の
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
に
共
催
し
て
い
る
。

農
政
課
長 上 村

補
助
額
は
適
切
な
の
か

ブ
ラ
ン
ド
産
地
確
立
事
業

農林水産業費

　
　
　
　

ブ
ラ
ン
ド
産
地

　
　
　
　

確
立
事
業
の
補

助
金
に
つ
い
て
、
上
限
額

30
万
円
で
ブ
ラ
ン
ド
化
に

な
る
の
か
。
も
っ
と
力
を

入
れ
て
も
良
い
の
で
は
。

　
　
　
　

30
万
円
で
で
き

る
こ
と
は
到
底
な
い
。
き

ち
ん
と
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
せ

る
た
め
に
、
種
々
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町   

長
嶋 田

行
い
、
課
題
に
つ
い
て
は
早

急
に
対
策
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
今
後
も
各
種
事
業
の
計

画
的
な
推
進
と
執
行
管
理
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

本
決
算
は
、
平
成
23
年
度

ま
で
実
施
さ
れ
た
行
財
政
構

造
改
革
プ
ラ
ン
終
了
か
ら
初

年
度
に
あ
た
り
、
プ
ラ
ン
実

施
中
は
、
町
民
に
も
負
担
を

強
い
る
中
で
、
財
政
の
健
全

化
を
図
り
、
基
金
残
高
も
改

善
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
結
果
に
満

足
す
る
こ
と
な
く
、
今
後
の

効
果
的
・
効
率
的
な
財
政
運

営
の
た
め
、
行
財
政
構
造
改

革
プ
ラ
ン
の
評
価
・
検
証
を

行
い
、
行
財
政
運
営
施
策
の

重
点
化
や
受
益
者
負
担
の
公

平
性
の
観
点
か
ら
、
よ
り
き

め
細
か
で
実
効
性
の
あ
る
取

り
組
み
に
努
め
ら
れ
る
こ
と

を
要
望
し
、
平
成
24
年
度
一

般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
審

査
意
見
と
す
る
。

監
査
委
員

　
中
西
　
　
勇

監
査
委
員

　
宮
本

　
幹
夫
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平成25年

第４回定例会

　

第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
19
日
に
開
会
し
、
同
日
閉
会
し
ま
し
た
。

　

町
か
ら
、
専
決
処
分
事
項
の
承
認
（
補
正
予
算
）
、
補
正
予
算
、
条
例
改
正
、
人
事
案
件
が
上
程
さ
れ
、

す
べ
て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
会
提
出
議
案
と
し
て
規
則
改
正
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
10
件
の
意
見
書
を
提
出
し
、
す
べ

て
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
第
３
回
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
平
成
24
年
度
各
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
審
査
報
告
書
が
提
出

さ
れ
、
本
会
議
に
お
い
て
採
決
し
た
結
果
、
す
べ
て
の
会
計
を
認
定
し
ま
し
た
。
（
関
連
記
事
６
～
９
㌻
）

　

今
回
の
一
般
質
問
は
、
第
３
回
定
例
会
で
実
施
し
た
一
問
一
答
方
式
を
再
度
試
験
導
入
し
、
４
名
の
議
員

が
、
遊
休
地
対
策
、
交
通
対
策
、
定
住
自
立
圏
、
保
育
施
策
、
農
業
施
策
、
ま
ち
づ
く
り
、
環
境
施
策
に
つ

い
て
、
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

◇
一
般
会
計

　

一
般
会
計
予
算
は
、
ぬ

く
も
り
灯
油
助
成
金
、
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
扶
助

費
、
余
市
協
会
病
院
救
急

医
療
体
制
維
持
補
助
金
な

ど
の
増
額
補
正
が
提
案
さ

れ
、
審
議
・
採
決
の
結
果

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し

た
。

◇
国
保
特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
予
算
は
、
後
志
広

域
連
合
負
担
金
の
増
額
補

正
が
提
案
さ
れ
、
審
議
・

??
質
疑
あ
れ
こ
れ
!!

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

◇
簡
水
特
別
会
計

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
予
算
は
、
執
行
残
に
よ

る
工
事
請
負
費
等
の
減
額

補
正
が
提
案
さ
れ
、
審
議

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

◇
後
期
高
齢
者
特
別
会
計

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算
は
、
精
算
に
よ

る
事
務
費
負
担
金
の
減
額

補
正
が
提
案
さ
れ
、
審
議

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

ぬ
く
も
り
灯
油

の
詳
細
は
。

上 村

　
　
　
　

昨
年
度
と
ほ
ぼ

同
じ
内
容
で
実
施
す
る
。

助
成
額
は
、
一
世
帯
に
つ

き
１
万
円
で
、
受
付
期
間

は
平
成
26
年
１
月
６
日
か

ら
３
月
20
日
ま
で
を
考
え

て
い
る
。

住
民
課
長

補
正
予
算

余
市
協
会
病
院
に
対
し

救
急
医
療
体
制
を
支
援

横 関

防
災
行
政
無
線

整
備
事
業
の
概

要
は
。

　
　
　
　

全
戸
世
帯
に
は

受
信
機
、
屋
外
に
は
ス
ピ

ー
カ
ー
を
設
置
し
、
災
害

時
に
情
報
を
迅
速
に
提
供

す
る
。

企
画
課
長

冬の生活を支援！

ぬくもり灯油

　今冬も助成決定
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24
年
度
決
算
、
す
べ
て
の
会
計
を
認
定

・一般会計（６回目の補正）※専決処分

０円（増減なし） 30億4468万9000円

・一般会計（７回目の補正）

1755万2000円 増 30億6224万1000円

・国民健康保険事業特別会計（３回目の補正）

2183万9000円 増 2億8734万5000円

・簡易水道事業特別会計（２回目の補正）

116万4000円 減 6億1243万3000円

・後期高齢者医療特別会計（３回目の補正）

160万円 減 6011万7000円

補 正 額 予 算 総 額

平成25年度会計　補正の結果

　

専
決
処
分
に
よ
る
一
般

会
計
予
算
は
、
銀
山
へ
き

地
保
育
所
内
の
ス
ト
ー
ブ

購
入
、
ふ
れ
あ
い
遊
ト
ピ

ア
公
園
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

の
灯
油
タ
ン
ク
修
繕
な
ど

の
補
正
が
報
告
さ
れ
、
審

議
・
採
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
承
認
し
ま
し
た
。

銀
山
へ
き
地
保
育
所
の

石
油
ス
ト
ー
ブ
を
購
入

専
決
処
分

決
算
認
定

　

平
成
25
年
第
３
回
定
例

会
で
付
託
さ
れ
た
、
平
成

24
年
度
各
会
計
決
算
認
定

に
係
る
審
査
報
告
書
に
つ

い
て
、
嶋
田
委
員
長
よ
り

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
長
報
告
の
後
、
一

括
し
て
質
疑
を
行
い
、
会

計
ご
と
に
討
論
・
採
決
を

し
た
結
果
、
す
べ
て
の
会

計
を
全
員
賛
成
で
認
定
し

ま
し
た
。

　一般会計の歳出では、バス運行補助金に対する今後の

対策、救急医療情報キットの配布率及び普及対策、子宮

頸がん予防ワクチンの健康被害状況、ブランド産地確立

事業の費用対効果、観光協会補助金研究開発事業等の内

容、郷土芸能団体の育成状況など、歳入では遊休地の利

活用、滞納徴収対策などの質疑（確認）はあったが、討

論はなく、採決の結果、賛成多数により「認定すべきも

の」と決定した。

　特別会計では、簡水特会において尾根内浄水場建設に

おける給水接続状況など、後期高齢者において保険料滞

納者の保険証交付状況などの質疑（確認）はあったが、

討論はなく、採決の結果、すべての特別会計を賛成多数

により「認定すべきもの」と決定した。

委員長報告

新しいストーブで体もポカポカ（銀山へき地保育所）
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仁
木
商
の
売
却
先

㈱
日
本
教
育
工
房
に
決
定

　

北
海
道
教
育
庁
か
ら
旧
仁
木
商
業
高
校
の
売
却
に
つ
い
て
、
12
月
10
日
に
入
札
が
執

行
さ
れ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

入
札
の
結
果
、
広
域
通
信
制
の
北
海
道
芸
術
高
等
学
校
を
運
営
し
て
い
る
㈱
日
本
教

育
工
房
が
落
札
し
、
今
後
は
旧
仁
木
商
業
高
校
の
校
舎
等
施
設
及
び
敷
地
を
利
用
し
た

運
営
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

佐藤町長の

行政報告
administrative report

規
則
改
正

質
疑
（
質
問
）
の
方
法

を
一
問
一
答
へ
変
更

条
例
改
正

55
歳
以
上
の
職
員
の
昇

給
に
条
件
を
追
加

　

議
会
会
議
規
則
の
一
部

改
正
が
議
会
改
革
特
別
委

員
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
審

議
・
採
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
改
正
点
は
、
質
疑

（
質
問
）
の
方
法
を
一
括

質
疑
方
式
か
ら
一
問
一
答

方
式
へ
変
更
す
る
も
の
で

す
。

　

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
が
提
案

さ
れ
、
審
議
・
採
決
の
結

果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

　

主
な
改
正
点
は
、
人
事

院
勧
告
に
基
づ
き
、
55
歳

以
上
の
職
員
の
昇
給
は
、

勤
務
成
績
が
特・

に・

良
好
で

あ
る
場
合
の
み
行
い
、
良

好
の
場
合
は
行
わ
な
い
と

す
る
も
の
で
す
。

　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

か
ら
、
２
回
目
の
中
間
報

告
書
の
提
出
が
あ
り
、
上

村
委
員
長
か
ら
「
中
間
報

告
と
併
せ
て
、
そ
の
趣
旨

を
実
現
す
る
た
め
、
今
定

例
会
に
一
問
一
答
方
式
導

入
に
係
る
会
議
規
則
の
一

部
改
正
案
を
提
出
し
、
継

続
協
議
と
し
た
事
項
、
残

り
の
項
目
も
精
力
的
に
調

査
・
研
究
を
行
う
」
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

※
調
査
・
研
究
及
び
検
討

内
容
は
、
21
㌻
に
掲
載

報

告

議
会
改
革
特
別
委
員
会

か
ら
中
間
報
告

◇
行
政
財
産
の
使
用
料
徴

　

収
条
例
の
一
部
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

◇
税
外
諸
収
入
金
の
徴
収

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部

　

改
正

全
員
賛
成
で
可
決

そ
の
他
の
議
案

◆
「
関
係
者
に
深
く
陳
謝
」
特
別
加
算
金
未
支
給
問
題

　

道
内
自
治
体
に
お
け
る
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ
の
特
別
地
域
加
算
金
の
未

支
給
問
題
で
、
本
町
で
も
平
成
21
年
４
月
か
ら
平
成
25
年
10
月
ま
で
、
居
宅
介
護
、
同

行
援
護
に
係
る
加
算
金
の
未
支
給
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
21
年
４
月
か
ら
厚

労
省
の
報
酬
改
定
に
よ
り
新
設
さ
れ
、
本
町
も
過
疎
地
域
や
豪
雪
地
帯
な
ど
の
適
用
地

域
と
し
て
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
は
計
画
相
談
支
援
等
も
適
用
さ
れ
て
お
り
、
本
来
で

あ
れ
ば
、
受
給
者
証
に
「
特
別
地
域
加
算
対
象
者
」
の
明
記
を
し
た
上
で
、
加
算
分
を

上
乗
せ
し
、
事
業
所
か
ら
本
町
に
請
求
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
失

念
し
精
査
を
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
本
町
で
は
、
居
宅

介
護
、
同
行
援
護
に
係
る
加
算
金
の
み
未
支
給
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
既
に
事
業
所
を

訪
問
し
経
過
説
明
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
今
後
の
対
応
と
し
て
、
12
月
請
求
分

か
ら
加
算
請
求
い
た
だ
き
、
未
支
給
分
は
平
成
21
年
４
月
ま
で
遡
及
対
応
し
ま
す
。

　

余
市
協
会
病
院
か
ら
緊
急
医
療
に
対
す
る
財
政
支
援
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在

の
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
医
師
及
び
看
護
師
等
の
偏
在
（
都
市
集
中
型
）
が
未
だ

改
善
せ
ず
、
同
病
院
も
診
療
科
の
休
止
や
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
病
院
の

平
成
24
年
度
決
算
は
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
緊
急
医
療
部
門
は
常
に
赤
字
経
営
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
北
後
志
地
域
保
健
医
療
対
策
協
議
会
定
期
総
会
に
お
い
て
、

北
後
志
５
町
村
で
財
政
支
援
を
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
負
担
割
合
は
患
者
数
に
よ
る
実

績
割
で
、
本
町
の
負
担
額
は
２
９
２
万
５
０
０
０
円
と
算
出
さ
れ
ま
し
た
。

◆
余
市
協
会
病
院
・
救
急
医
療
に
対
す
る
財
政
支
援

　

瀨
野
教
育
委
員
の
辞
任

に
伴
い
、
新
教
育
委
員
に

吉
田
さ
ん
を
任
命
す
る
こ

と
に
対
し
、
全
員
賛
成
で

同
意
し
ま
し
た
。

    

吉よ
し  

田だ   

美み 

智ち 

子こ  

さ
ん

（
銀
山
２
丁
目
）

◆
教
育
委
員

　

人
権
擁よ

う

護ご

委
員
候
補
者

に
関
さ
ん
を
推
薦
す
る
こ

と
に
対
し
、
全
員
賛
成
で

適
任
答
申
し
ま
し
た
。

任

命

教
育
委
員
に
吉
田
さ
ん

を
任
命

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

に
関
さ
ん
を
再
推
薦

推

薦
    

関せ
き     　

  

孝こ
う　

心し
ん  

さ
ん

（
銀
山
３
丁
目
）

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
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使
い
づ
ら
い
介
護
保
険
制
度

国・政府への意見書

◇
森
林
・
林
業
・
木
材
産

　

業
施
策
の
積
極
的
な
展

　

開
に
関
す
る
意
見
書

　
提
出
議
員　

横
関　

一
雄

　
賛
成
議
員　

野
崎　

明
廣

全
員
賛
成
で
可
決

◇
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る

　

新
た
な
地
域
支
援
事
業
の

　

導
入
に
関
す
る
意
見
書

　
提
出
議
員　

住
吉　

英
子

　
賛
成
議
員　

林　
　

正
一

賛
成
７
・
反
対
１
で
可
決

◇
過
疎
対
策
の
積
極
的
推

　

進
を
求
め
る
意
見
書

　
提
出
議
員　

住
吉　

英
子

　
賛
成
議
員　

大
野　

雅
義

全
員
賛
成
で
可
決

◇
企
業
減
税
等
か
ら
確
実

　

な
賃
金
引
き
上
げ
を
求

　

め
る
意
見
書

　
提
出
議
員　

住
吉　

英
子

　
賛
成
議
員　

野
崎　

明
廣

全
員
賛
成
で
可
決

制
度
改
善
と

処
遇
改
善
を
要
望

　

利
用
者
本
位
の
制
度
改

善
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
側
の
処
遇
改
善
は
急
務

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
介
護

保
険
制
度
の
改
善
、
介
護

報
酬
の
引
き
上
げ
、
国
の

責
任
で
介
護
保
険
料
・
利

用
料
の
軽
減
、
訪
問
ヘ
ル

パ
ー
に
よ
る
生
活
援
助
の

時
間
短
縮
と
上
限
引
き
上

げ
の
見
直
し
、
全
額
国
費

負
担
に
よ
る
介
護
職
員
の

賃
金
引
き
上
げ
を
行
う
よ

う
要
望
す
る
も
の
で
、
審

議
・
採
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
、
関
係
機

関
に
提
出
し
ま
し
た
。

◇
安
心
で
き
る
介
護
制
度
の

　

実
現
を
求
め
る
意
見
書

　
提
出
議
員　

横
関　

一
雄

　
賛
成
議
員　

上
村
智
恵
子

◇
積
雪
寒
冷
地
域
対
策
の

　

推
進
を
求
め
る
意
見
書

　
提
出
議
員　

住
吉　

英
子

　
賛
成
議
員　

大
野　

雅
義

全
員
賛
成
で
可
決

○…賛成、●…反対　　※全員賛成の議案は、掲載していません。また、議長は採決には加わりません。

野
崎
議
員

住
吉
議
員

嶋
田
議
員

宮
本
議
員

大
野
議
員

林　

議
員

上
村
議
員

横
関
副
議
長

山
下
議
長

議決結果

介護保険制度における新たな地域支援事業の導入に係る意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ － 原案可決

消費税の軽減税率制度の導入を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ － 原案可決

特定秘密保護法の凍結を求める意見書 ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ － 原案可決

平成25年第４回定例会
審議した議案と賛否の公表

◇
公
共
工
事
の
入
札
不
調

　

を
解
消
す
る
環
境
整
備

　

を
求
め
る
意
見
書

　
提
出
議
員　

住
吉　

英
子

　
賛
成
議
員　

野
崎　

明
廣

全
員
賛
成
で
可
決

◇
消
費
税
の
軽
減
税
率
制

　

度
の
導
入
を
求
め
る
意

　

見
書

　
提
出
議
員　

住
吉　

英
子

　
賛
成
議
員　

林　
　

正
一

賛
成
７
・
反
対
１
で
可
決

◇
特
定
秘
密
保
護
法
の
凍

　

結
を
求
め
る
意
見
書

　
提
出
議
員　

上
村
智
恵
子

　
賛
成
議
員　

大
野　

雅
義

賛
成
６
・
反
対
２
で
可
決

そ
の
他
の
意
見
書

意

見

書

◇
「
原
発
事
故
子
ど
も
・
被

　

災
者
支
援
法
」
の
基
本
方

　

針
を
見
直
し
被
災
者
の
立

　

場
に
立
っ
た
施
策
の
実
現

　

を
求
め
る
意
見
書

　
提
出
議
員　

上
村
智
恵
子

　
賛
成
議
員　

住
吉　

英
子

全
員
賛
成
で
可
決

みんなでお菓子づくり（デイサービスセンターえんれいそう）
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町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

一 

般 

質 

問　
　

野 

崎 

議 

員

野
崎
本
町
で
は
、

現
在
の
と
こ

試験地は売却に向け検討する町長

遊
休
地
対
策

遊休地の有効な利活用を
活 用 し な い と も っ た い な い ！

町
長

野崎　明廣 議員

ろ
、
遊
休
地
の
有
効
な
活

用
が
図
ら
れ
て
お
ら
ず
、

使
用
目
的
の
な
い
ま
ま
維

持
管
理
費
の
負
担
が
増
大

し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

施
設
建
設
の
た
め
に
取
得

し
た
公
共
用
地
は
、
事
業

完
了
等
に
よ
り
残
地
が
遊

休
地
と
な
り
、
ま
た
、
農

用
地
に
も
多
く
の
遊
休
地

が
あ
り
、
こ
の
ま
ま
の
状

態
で
は
農
地
と
し
て
利
用

旧北町試験地（北町10丁目）

で
き
な
く
な
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。
遊
休
地
の
情

報
を
積
極
的
に
発
信
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ

う
な
方
法
で
遊
休
地
を
活

用
し
て
い
く
の
か
。

保
有
す
る
土

地
は
、
重
要

な
財
産
で
あ
り
、
将
来
の

事
業
に
備
え
て
必
要
な
土

地
を
保
有
し
、
管
理
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
が
、
事

業
用
地
と
し
て
利
用
が
見

込
ま
れ
な
い
土
地
も
所
在

し
て
い
る
。
利
活
用
が
見

込
ま
れ
る
10
か
所
の
遊
休

地
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
が
、
こ
の

間
に
土
地
を
賃
貸
し
た
実

績
は
１
件
で
、
そ
れ
以
外

に
は
主
だ
っ
た
利
活
用
は

図
ら
れ
て
い
な
い
。
平
成

22
年
度
の
定
例
監
査
に
お

い
て
、
将
来
的
に
利
用
目

的
の
な
い
土
地
は
、
維
持

管
理
費
な
ど
を
考
慮
し
早

期
に
売
却
す
る
な
ど
の
検

討
を
す
る
必
要
が
あ
る
と

の
意
見
か
ら
、
旧
北
町
・

西
町
試
験
地
は
、
農
地
と

し
て
利
活
用
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
売
却
に

向
け
検
討
を
進
め
る
。

　

ま
た
、
町
営
住
宅
等
の

跡
地
は
、
宅
地
と
し
て
の

利
便
性
を
考
慮
の
上
、
個

人
住
宅
用
地
の
活
用
に
向

け
、
検
討
を
行
う
。

①
実
際
に
利

活
用
で
き
る

野
崎

農
地
は
、
旧
西
町
・
北
町

総
務
課
長

試
験
地
の
２
か
所
と
考
え

る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

対
処
し
て
い
く
の
か
。

②
宅
地
分
譲
に
関
し
て
、

具
体
策
を
考
え
て
い
る
の

か
。

①
旧
北
町

試
験
地
は

新
年
度
に
向
け
用
地
測
量

を
行
い
、
売
却
面
積
の
確

定
を
行
う
べ
く
、
予
算
編

成
中
で
あ
る
。
ま
た
、
旧

西
町
試
験
地
は
、
再
度
売

町営住宅みずほ３２残地（東町１丁目）

却
価
格
の
設
定
を
行
っ
た

段
階
で
隣
接
地
権
者
と
協

議
を
行
い
、
購
入
希
望
が

な
い
場
合
は
新
規
就
農
者

等
へ
の
売
却
も
視
野
に
入

れ
検
討
す
る
。

②
宅
地
化
す
る
た
め
に
は

土
地
の
区
画
割
、
道
路
や

排
水
の
整
備
、
水
道
管
の

埋
設
等
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
経
費
等
を
算
出
し
、

早
期
売
却
が
で
き
る
よ
う

調
査
・
研
究
を
行
う
。
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町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

一 

般 

質 

問　
　

住 

吉 

議 

員

住
吉

町
長

総
務
経
済
常

任
委
員
会
に

交
通
空
白
地
域
の
早
期
解
消
を

誰
も
が
利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
！

町
民
と
の
対
話
を
通
じ
、
合
意
形
成
を
図
る

町
長

交通対策

デマンドタクシー利用案内（栃木県茂木町）

住吉　英子 議員

お
い
て
、
デ
マ
ン
ド
交
通

事
業
の
研
修
を
、
栃
木
県

茂も
て

木ぎ

町ま
ち

で
行
っ
た
。

　
茂
木
町
で
は
、
ド
ア
to

ド
ア
方
式
を
採
用
し
、
事

前
に
予
約
を
入
れ
、
そ
れ

に
応
じ
て
目
的
地
の
玄
関

口
ま
で
町
民
を
送
迎
す
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。

　
町
の
公
共
交
通
を
誰
も

が
平
等
に
サ
ー
ビ
ス
を
享

受
で
き
、
地
域
に
最
適
な

手
段
と
し
て
利
用
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
目
指
す
取

り
組
み
の
必
要
性
を
実
感

し
た
。
本
町
で
も
路
線
バ

ス
の
通
ら
な
い
交
通
空
白

地
域
の
住
民
等
の
不
便
さ

を
解
消
し
て
い
く
対
策
が

必
要
と
考
え
る
が
、
町
長

の
見
解
は
。

本
町
で
は
、

高
齢
化
が
深

刻
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町

内
会
な
ど
と
連
携
し
て
心

が
通
う
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

を
目
指
す
。
特
に
、
交
通

手
段
を
持
た
な
い
方
や
公

共
交
通
機
関
の
利
用
困
難

者
の
生
活
を
維
持
す
る
た

め
の
対
策
を
早
急
講
じ
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
利
用

ニ
ー
ズ
と
コ
ス
ト
、
運
営

方
法
を
慎
重
に
検
討
す
る

と
と
も
に
、
町
民
と
の
対

話
等
を
通
じ
、
交
通
弱
者

対
策
へ
の
合
意
形
成
を
図

る
。

自
分
の
車
が

唯
一
の
交
通

住
吉

手
段
と
い
う
地
域
も
多
い

が
、
い
つ
ま
で
も
運
転
で

き
る
わ
け
で
は
な
く
、
通

院
や
買
い
物
な
ど
生
活
の

不
安
が
高
ま
り
、
住
み
慣

れ
た
地
域
を
や
む
な
く
離

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現

状
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
早

期
の
調
査
が
必
要
と
考
え

る
が
、
町
長
の
見
解
は
。

ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
、
本

町
長

町
に
適
し
て
い
る
交
通
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
検
討

し
て
い
く
。

町
長
が
考
え

る
本
町
の
10

年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い

て
、
ど
の
よ
う
な
事
業
を

計
画
し
て
い
る
の
か
。

高
齢
化
や
人

口
減
少
に
伴

い
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
が
弱

体
化
し
て
い
る
地
域
が
多

く
、
路
線
バ
ス
の
問
題
は

無
視
で
き
な
い
。
町
民
の

利
便
性
を
備
え
る
シ
ス
テ

ム
に
転
換
を
図
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
現
段
階
で
は

難
し
い
。
多
く
の
町
民
が

利
用
で
き
る
交
通
シ
ス
テ

ム
の
構
築
や
整
備
を
図
る

こ
と
も
大
事
だ
が
、
環
境

整
備
も
必
要
で
あ
る
。
私

が
目
指
す
心
が
通
う
サ
ー

ビ
ス
と
は
、
双
方
の
理
解

が
あ
っ
て
こ
そ
成
立
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

町
民
と
対
話
す
る
機
会
を

設
け
て
い
き
た
い
。

住
吉

町
長

町内を走る唯一の路線バス（銀山線）
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町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

一 

般 

質 

問　
　

上 

村 

議 

員

上
村
①
平
成
22
年

に
小
樽
市
を

ま
ち
づ
く
り 自ら参加し、観光の活性化に繋げる町長

積極的な参加をするべき
定 住 自 立 圏 共 生 ビ ジ ョ ン

上村智恵子 議員

町
長

中
心
市
と
し
た
北
し
り
べ

し
定
住
自
立
圏
形
成
協
議

協
定
を
締
結
し
、
そ
の
後

定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ

ン
が
策
定
さ
れ
た
。
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
は
、
医
療
や
福

祉
、
交
通
な
ど
定
住
に
必

要
な
生
活
機
能
の
確
保
・

充
実
に
努
め
る
と
と
も
に

産
業
振
興
を
通
じ
て
自
立

に
必
要
な
経
済
基
盤
の
整

備
を
促
進
し
、
圏
域
全
体

の
活
性
化
や
利
便
性
の
向

上
を
図
る
た
め
に
推
進
す

る
と
し
た
が
、
何
か
進
展

は
あ
っ
た
の
か
。

②
構
想
の
枠
組
み
で
は
、

要
件
を
満
た
す
中
心
市
に

投
資
を
集
中
し
、
中
心
市

と
協
定
を
結
ん
だ
周
辺
の

小
規
模
自
治
体
が
中
心
市

の
サ
ー
ビ
ス
施
設
等
を
利

用
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
が
、
こ
の
定
住
自
立
圏

構
想
で
今
ま
で
中
心
市
に

予
算
づ
け
さ
れ
た
も
の
は

何
か
。

③
小
樽
市
が
呼
び
込
ん
だ

観
光
客
が
、
本
町
の
観
光

に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
が
、
カ
ジ
ノ
誘
致

に
よ
っ
て
、
経
済
効
果
が

生
ま
れ
る
な
ど
と
い
う
バ

ラ
色
の
話
が
出
て
い
る
。

私
は
、
後
志
の
玄
関
口
で

も
あ
る
小
樽
市
に
カ
ジ
ノ

を
誘
致
し
て
ほ
し
く
な
い

が
町
長
の
見
解
は
。

◇少子高齢化・過疎化など地方が抱え

る問題に対し、安心して暮らせる地域

をつくるため、中心市と周辺市町村が

生活に必要な都市機能の整備や生産機

能の確保などを互いに連携し、圏域全

体の活性化を図るものです。

◇北しりべし定住自立圏形成協定は、

中心市の小樽市、積丹町、古平町、余

市町、赤井川村、本町の１市５町村が

平成22年４月１日に調印しています。

おしえて！ギモン博士！

定住自立圏とは

①
具
体
的
な

取
り
組
み
の

実
施
状
況
に
応
じ
て
、
毎

年
ビ
ジ
ョ
ン
を
修
正
し
て

い
る
。

②
北
後
志
直
売
所
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
作
成
、
移
住
促

進
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

東
ア
ジ
ア
圏
観
光
客
誘
致

事
業
等
を
実
施
し
本
町
も

本
事
業
に
参
加
・
協
力
し

て
き
た
。

　

こ
の
他
、
北
後
志
各
自

治
体
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト

の
Ｐ
Ｒ
や
農
産
品
等
の
物

販
を
通
じ
て
札
幌
圏
住
民

へ
の
Ｐ
Ｒ
や
小
樽
市
の
公

共
施
設
の
利
用
案
内
及
び

イ
ベ
ン
ト
、
各
種
講
演
会

な
ど
の
総
合
的
な
情
報
が

本
町
に
提
供
さ
れ
、
町
民

に
周
知
し
て
い
る
。

③
私
も
情
報
と
し
て
は
聞

い
て
い
る
が
、
推
移
を
見

極
め
て
い
き
た
い
。

今
後
の
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
づ

く
り
に
は
、
対
等
平
等
の

自
治
体
間
の
役
割
分
担
を

果
た
す
べ
く
、
積
極
的
に

参
加
す
べ
き
と
考
え
る
が

町
長
の
見
解
は
。

上
村

町
長
定
住
自
立
圏

構
想
の
一
環

で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
参
加

し
た
。
各
国
の
関
係
者
と

交
流
を
深
め
北
後
志
の
魅

力
を
訴
え
て
き
た
。
来
年

は
タ
イ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
と
し
て
、
小
樽
・

北
後
志
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

私
も
自
ら
参
加
し
て
本
町

の
宣
伝
だ
け
で
は
な
く
、

こ
の
定
住
自
立
圏
構
想
の

内
部
を
目
で
見
て
感
じ
取

っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

小
樽
市
に
海
外
か
ら
観
光

客
が
来
て
い
る
が
、
本
町

に
観
光
を
繋
げ
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
本
町
の
観
光

農
園
の
活
性
化
に
も
繋
が

る
と
考
え
、
種
々
検
討
し

て
い
く
。

物産ＰＲイベント（ＪＲ手稲駅）
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町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

一 

般 

質 

問　
　

上 

村 

議 

員

保育施策

幼
保
連
携
型
の
認
定
こ
ど
も
園
に
な
っ
た
ら
…

本
町
は
保
育
所
型
、
保
育
料
は
変
わ
ら
な
い

町
長
保
育
料
は
今
よ
り
安
く
な
る
の
か

①
本
町
に
幼

稚
園
が
あ
れ

上
村

町
長

にき保育園は、平成18年４月から民営化されました

上
村

ば
、
地
域
で
子
育
て
を
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

ま
た
、
幼
稚
園
の
就
園
奨

励
制
度
も
利
用
可
能
と
考

え
る
。
本
町
の
保
育
園
を

認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
幼

◇就学前の教育・保育ニーズに対応した「認定こど

も園」は、地域の実情に応じて４つのタイプに分類

されます。

★幼保連携型…認可幼稚園と認可保育所とが連携し

て一体的な運営を行うタイプ。

★幼稚園型…認可幼稚園が保育に欠ける子どものた

めの保育時間を確保するなど、保育所的な機能を備

えたタイプ。

★保育所型…認可保育所が保育に欠ける子ども以外

の子どもも受け入れるなど、幼稚園的な機能を備え

たタイプ。

★地方裁量型…幼稚園・保育所いずれの認可もない

地域の教育・保育施設が、認定こども園として必要

な機能を果たすタイプ。

おしえて！ギモン博士！

認定こども園のタイプ

上
村

住
民
課
長

住
民
課
長

保
連
携
型
に
移
行
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
町
長
の
見

解
は
。

②
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

に
つ
い
て
、
自
治
体
の
子

育
て
施
策
に
反
映
さ
せ
る

た
め
に
も
、
父
母
や
保
育

現
場
の
関
係
者
な
ど
、
幅

広
い
人
材
で
設
置
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
町
長
の

見
解
は
。

①
幼
保
連
携

型
は
、
認
可

幼
稚
園
と
認
可
保
育
所
と

が
連
携
し
て
一
体
的
な
運

営
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

機
能
を
果
た
す
も
の
で
あ

る
が
、
本
町
は
認
可
保
育

所
の
み
な
の
で
、
保
育
所

型
と
な
る
。
認
可
保
育
所

が
保
育
に
欠
け
て
い
な
い

児
童
の
受
け
入
れ
な
ど
幼

稚
園
の
よ
う
な
機
能
を
備

え
る
こ
と
に
よ
り
、
認
定

こ
ど
も
園
の
認
定
を
受
け

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
の
ニ
ー

ズ
調
査
に
お
い
て
、
認
定

こ
ど
も
園
に
よ
る
保
育
等

の
利
用
希
望
等
を
把
握
し

た
上
で
、
関
係
者
と
協
議

を
行
う
。

②
子
ど
も
の
保
護
者
等
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に

関
わ
る
当
事
者
か
ら
、
広

く
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と

を
目
的
に
設
置
す
る
。

保
護
者
か
ら

す
れ
ば
、
保

育
料
が
大
き
な
問
題
と
考

え
る
。
現
在
、
保
育
所
と

幼
稚
園
で
は
保
育
料
が
違

う
が
、
認
定
こ
ど
も
園
と

な
っ
た
ら
、
保
育
料
は
ど

う
な
る
の
か
。

本
町
に
は

幼
稚
園
が

な
い
こ
と
か
ら
、
保
育
料

は
保
育
所
型
、
０
～
２
歳

児
は
保
育
所
、
３
～
５
歳

児
は
幼
稚
園
と
の
内
容
を

取
り
入
れ
な
が
ら
進
め
て

行
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
・
子

育
て
会
議
の

委
員
を
選
考
す
る
際
に
は

公
募
を
行
い
、
実
際
に
保

育
所
に
入
所
し
て
い
る
児

童
の
保
護
者
の
声
を
聞
く

こ
と
が
大
事
と
考
え
る
。

保
護
者
の
切
実
な
要
求
を

聞
き
、
事
業
推
進
を
図
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

子
ど
も
・

子
育
て
会

議
の
委
員
に
は
、
民
生
・

児
童
委
員
、
教
育
委
員
、

保
育
士
等
、
幅
広
い
人
選

を
考
え
て
い
る
が
、
町
長

等
と
も
相
談
・
検
討
し
、

委
員
を
決
定
し
て
進
め
て

い
き
た
い
。
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町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

一 

般 

質 

問　
　

大 

野 

議 

員

大
野
①
佐
藤
町
政

と
な
り
、
半

農
業
政
策 攻めの農業で所得倍増を目指す町長

本町活性化のビジョンは
ど う な る ？ 今 後 の 農 業 政 策

大野　雅義 議員

年
が
経
過
し
た
が
、
今
後

の
農
業
政
策
を
は
じ
め
と

す
る
本
町
活
性
化
の
ビ
ジ

ョ
ン
に
つ
い
て
、
町
長
の

見
解
は
。

②
平
成
26
年
度
に
は
、
ど

の
よ
う
な
事
業
計
画
で
、

本
町
農
業
の
活
性
化
を
推

進
す
る
の
か
。①

農
業
の
発

展
な
く
し
て

町
長

町
の
経
済
は
成
り
立
た
ず

農
業
が
強
く
な
ら
な
け
れ

ば
、
商
業
も
観
光
も
成
り

立
た
な
い
と
考
え
る
。
本

町
が
誇
る
特
産
品
を
武
器

に
攻
め
の
農
業
を
基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
、
農
業

所
得
の
倍
増
を
目
指
す
。

②
そ
れ
ぞ
れ
２
か
年
事
業

で
実
施
し
た
野
菜
ハ
ウ
ス

及
び
水
稲
育
苗
・
花
卉
ハ

ウ
ス
導
入
事
業
の
実
績
を

踏
ま
え
、
更
な
る
施
設
化

の
促
進
に
向
け
た
支
援
を

計
画
中
で
、
更
に
は
、
桜

桃
の
安
定
生
産
に
向
け
た

桜
桃
結
実
促
進
事
業
は
↖

まちづくり

ご
存
じ
で
す
か
？
町
の
花

再
度
、
議
会
に
相
談
し
、
検
討
す
る

町
長

果
樹
の
花
に
変
更
し
、
活
性
化
を

町
長

町
長

大
野

①
町
制
施
行

30
周
年
記
念

大
野

に
町
花
を
ラ
ベ
ン
ダ
ー
と

コ
ス
モ
ス
に
指
定
し
た
が

来
年
度
、
町
制
施
行
50
周

年
を
迎
え
る
の
を
機
に
、

町
の
花
を
果
樹
の
花
に
す

る
こ
と
で
果
樹
産
業
の
活

性
化
が
図
れ
る
と
考
え
る

が
、
町
長
の
見
解
は
。

②
果
樹
産
業
を
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
施
策
に
よ
り

推
進
し
て
い
く
の
か
。

①
町
民
か
ら

公
募
し
、
議

会
設
置
の
町
制
施
行
30
周

年
記
念
事
業
特
別
委
員
会

で
の
審
査
を
経
て
、
平
成

６
年
第
３
回
定
例
会
に
お

い
て
、
町
の
花
、
木
、
鳥

を
議
決
・
指
定
し
た
が
、

町
の
花
は
普
及
・
浸
透
し

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
再

度
、
議
員
の
皆
様
に
相
談

し
、
検
討
す
る
。

②
桜
桃
結
実
対
策
や
ブ
ラ

ン
ド
化
の
拡
充
・
強
化
、

海
外
輸
出
や
新
た
な
販
売

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
拡
大
等
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
生
産
者

へ
の
支
援
を
行
う
な
ど
、

新
た
な
視
点
か
ら
果
樹
産

業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

素
晴
ら
し
い

農
産
物
を
作

っ
た
と
き
や
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
と
き
に
は
表
彰
し
、

そ
の
交
流
会
等
の
場
で
農

業
者
と
の
対
話
を
深
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
町
長
の
見
解
は
。

表
彰
に
つ
い

て
は
、
種
々

精
査
し
て
い
く
。

　

私
も
果
樹
を
も
う
一
度

強
く
し
た
い
と
思
っ
て
い

町の花・ラベンダー 町の花・コスモス

町の鳥・アカゲラ 町の木・さくらんぼの木

る
の
で
、
農
業
者
の
皆
さ

ん
と
対
話
し
た
中
で
、
今

後
の
取
り
組
み
に
反
映
さ

せ
た
い
。
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町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

一 

般 

質 

問　
　

大 

野 

議 

員

環境施策

環
境
に
優
し
い
町
を
目
指
そ
う
！

現
在
、
燃
料
電
池
の
導
入
を
検
討
中

町
長

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を

↙
道
や
関
係
機
関
と
の
連

携
の
下
、
取
り
組
み
を
強

化
し
実
施
す
る
ほ
か
、
ブ

ラ
ン
ド
産
地
確
立
事
業
も

農
産
物
の
認
知
度
向
上
や

輸
出
に
よ
る
販
路
拡
大
、

農
産
物
を
活
用
し
た
商
品

開
発
等
の
６
次
産
業
化
の

取
り
組
み
の
促
進
、
農
業

者
自
ら
が
農
産
物
を
販
売

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
向

け
て
検
討
す
る
。

本
来
の
仁
木

の
果
物
を
取

大
野

り
戻
す
た
め
、
町
が
苗
木

か
ら
肥
料
ま
で
全
額
補
助

す
る
こ
と
や
補
助
率
を
上

げ
る
な
ど
、
農
業
者
を
盛

り
上
げ
る
施
策
も
必
要
と

考
え
る
が
、
町
長
の
見
解

は
。

補
助
率
を
上

げ
る
こ
と
で

町
長

生
産
者
が
成
長
す
る
と
は

思
っ
て
い
な
い
。

　

私
は
、
収
益
力
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み

の
推
進
、
安
全
安
心
で
効

率
的
な
市
場
流
通
シ
ス
テ

ム
の
確
立
等
の
取
り
組
み

を
最
重
要
課
題
と
考
え
て

い
る
。

平成22～23年度に実施した野菜ハウス導入事業

①
昨
年
の
一

般
質
問
で
、

町
長

大
野

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

に
つ
い
て
質
問
し
、
町
は

調
査
・
研
究
を
行
う
と
回

答
し
た
が
、
そ
の
後
の
取

組
状
況
は
。

②
現
在
、
大
江
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
を
計
画
し
進
め
て
い

る
が
、
暖
房
等
一
部
補
助

電
源
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
を
活
用
す
る
考

え
は
。

①
小
水
力
発

電
は
、
流
量

不
足
に
よ
り
発
電
量
が
非

常
に
小
さ
い
た
め
、
設
置

コ
ス
ト
や
利
用
形
態
か
ら

見
て
取
り
組
み
は
難
し
い

と
判
断
し
、
事
業
を
断
念

し
た
。
本
町
に
と
っ
て
比

較
的
可
能
性
が
あ
る
の
は

太
陽
光
発
電
で
、
検
討
事

項
が
多
々
あ
り
、
引
き
続

き
検
討
す
る
。

②
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
を
考
え
て
い
る
。

再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
で

の
発
電
能
力
が
小
さ
く
て

も
、
一
部
で
も
使
用
す
る

と
い
う
考
え
方
で
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
を
少
な
く

し
、
環
境
に
優
し
い
町
を

広
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
と

考
え
る
が
、
町
長
の
見
解

は
。 大

野
町
長
新
た
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業

（
燃
料
電
池
）
の
導
入
を

検
討
し
て
お
り
、
他
の
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
比
較
し

て
も
発
電
の
効
率
が
高
い

の
が
特
徴
で
あ
る
。
私
は

理
想
と
し
て
、
ど
こ
の
地

域
よ
り
も
先
駆
け
て
こ
の

事
業
を
推
進
さ
せ
、
モ
デ

ル
地
区
と
な
る
よ
う
実
現

化
に
向
け
て
、
職
員
の
み

な
ら
ず
、
有
識
者
等
に
よ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
考
え
て
い
る
。
新
た
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
活
用

に
よ
り
、
家
庭
や
公
共
施

設
は
も
ち
ろ
ん
、
農
業
な

ど
に
も
活
用
さ
せ
、
安
心

安
全
な
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
を
目
指
す
。

コミセンのエコロジー設備（山形県酒田市）
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総務経済
常任委員会

所管事務調査

大
江
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
を
調
査

　

平
成
25
年
11
月
25
日
に

総
務
経
済
常
任
委
員
会
を

開
催
し
、
大
江
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設

計
画
事
業
に
つ
い
て
、
所

管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

事
業
概
要
は
、
旧
大
江

小
学
校
跡
地
に
大
江
生
活

改
善
セ
ン
タ
ー
に
代
わ
る

施
設
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
を
計
画
し
、

大
江
へ
き
地
保
育
所
、
防

災
備
蓄
倉
庫
を
併
設
し
た

コ
ミ
セ
ン
の
よ
う
な
特
殊

な
建
物
は
、
コ
ン
サ
ル
が

持
っ
て
い
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が

必
要
で
あ
る
。
一
緒
に
発

注
し
た
と
し
て
も
、
ど
ち

ら
も
コ
ン
サ
ル
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
取
り
入
れ
た
基
本
設

計
、
実
施
設
計
と
い
う
二

段
構
え
に
な
る
の
で
、
変

わ
ら
な
い
と
考
え
る
。

大 野

旧
大
江
小
周
辺

の
樹
木
は
ど
う

す
る
の
か
。

　
　
　
　

来
年
度
に
伐
採

を
行
う
予
定
で
、
人
夫
賃

金
を
使
っ
て
伐
採
し
、
そ

の
伐
採
し
た
木
の
売
却
を

考
え
て
お
り
、
賃
金
以
上

の
分
の
収
入
は
得
ら
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

総
務
課
長

横 関

基
本
設
計
委
託

料
と
実
施
設
計

　
　
　
　

住
宅
の
基
本
設

計
は
あ
る
程
度
担
当
で
も

設
計
で
き
る
と
考
え
る
が

建
設
課
長

委
託
料
と
２
つ
に
分
か
れ

て
い
る
が
、
一
本
化
で
き

な
い
も
の
な
の
か
。

??
質
疑
あ
れ
こ
れ
!!

旧大江小学校跡地に

　新施設を３か年で計画

複
合
施
設
を
、
平
成
25
～

27
年
度
の
３
か
年
で
計
画

し
、
大
江
連
合
町
内
会
と

連
携
し
、
事
業
を
推
進
す

る
も
の
で
す
。

　

今
後
、
町
で
は
大
江
地

区
連
合
町
内
会
の
皆
さ
ん

と
協
議
を
重
ね
、
３
月
中

旬
ま
で
に
基
本
設
計
の
中

で
施
設
の
配
置
や
平
面
・

立
体
な
ど
の
計
画
を
ま
と

め
る
と
と
も
に
、
施
設
の

構
造
、
更
に
は
概
算
事
業

費
の
算
出
な
ど
を
行
う
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
も
、
昨
年

10
月
に
山
形
県
酒
田
市
や

栃
木
県
高
根
沢
町
に
お
い

て
、
先
進
的
な
事
例
を
研

修
し
て
き
ま
し
た
の
で
、

積
極
的
に
意
見
反
映
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
本
施
設
は
、
平

成
26
年
度
に
実
施
設
計
を

行
い
、
27
年
度
に
建
設
工

事
を
実
施
す
る
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。



21　議会だより  にき  第１００号　平成２６年２月１３日発行

　委員会活動Report

一
問
一
答
方
式   

導
入
決
定

　

議
会
改
革
特
別
委
員
会
は
、
平
成
23
年
第
４
回
定
例

会
に
お
い
て
、
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
と
と

も
に
、
地
方
議
会
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
を
行
う
た
め
設
置
さ
れ
、
平
成
25
年
第
１
回

定
例
会
に
お
い
て
、
１
回
目
の
中
間
報
告
を
行
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
も
引
き
続
き
調
査
・
研
究
を
行
い
、
そ
の
中

に
は
速
や
か
に
実
現
を
図
る
べ
き
も
の
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
、

２
回
目
の
中
間
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
回
目
の
中
間
報
告
後
か
ら
現
在
ま
で
に
協
議
し
た

具
体
的
事
項
の
調
査
・
研
究
及
び
検
討
結
果
は
、
下
の

表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
今
後
に
つ
い
て
は
、
中
間
報
告
と
併
せ
て
そ

の
趣
旨
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成
25
年
第
４
回
定
例
会

に
委
員
会
提
出
議
案
と
し
て
一
問
一
答
方
式
導
入
に
係

る
会
議
規
則
の
一
部
改
正
案
を
提
出
（
本
会
議
に
お
い

て
原
案
可
決
）
し
、
継
続
協
議
と
し
た
事
項
は
、
引
き

続
き
調
査
・
研
究
を
行
い
町
民
に
わ
か
り
や
す
い
議
会

へ
と
改
革
を
進
め
る
べ
く
、
残
り
の
項
目
に
つ
い
て
も

精
力
的
に
調
査
・
研
究
を
行
い
ま
す
。

議会改革

特別委員会

議
会
改
革
中
間
報
告
書

調　　査　　項　　目 現　　　　状 検　　証　　結　　果

政務活動費について 支給なし 政務活動費の交付は必要ないとの意見で一致し
たことから導入しない。

質疑（質問）の方式について 一括質疑方式
効率的な議会運営を図ることを共通認識した上
で、回数及び時間制限を設けない一問一答方式
を導入する。

常任委員会の視察調査の実施について 毎年実施（改選年：道内、改選
年以外：道外）

現状どおりとするが、視察調査の実施に係る課
題については、継続協議とする。

議会だよりの発行について 年４回、定例会閉会後２か月後
の発行

発行を１か月早めることは困難と判断し、現行
どおりとする。

議会報告会の開催について 開催していない
報告会を実施することで町民の声を広く聞くこ
とができると考えるが、運営等を十分検討する
必要があることから、継続協議とする。

議会報告会は、継続協議
規
則
改
正
案
を
提
出
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平
成
25
年
10
月
26
日
・
27
日
に
道
北
・
北
見
市
に
お

い
て
、
今
回
で
61
日
目
を
迎
え
る
北
海
道
女
性
議
員
協

議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
本
町
議
会
か
ら
住
吉
議
員
、

上
村
議
員
の
２
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

26
日
の
総
会
で
は
、
14
件
の
要
望
書
を
関
係
機
関
に

提
出
す
る
こ
と
を
全
員
賛
成
で
採
択
し
、
27
日
は
講
演

を
拝
聴
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
報
告
書
は
下
段
に
掲
載
の
と
お
り
で
す
。

道女性議員

協議会総会

全道の女性議員

道北・北見で総会開催

　北海道女性議員協議会の総会が、10月26日～27

日に北見市で開催され、本町の女性議員２名で出

席し、後志からは11名が参加していました。

　総会では、議案が14件採択され、「慰安婦問題

に対する公正な施策を求める要望」「ＤＶ被害者

支援に取り組む民間シェルターへの支援充実を求

める要望」「原子力事故子ども・被災者支援法に

基づく施策の早期具体化等を求める要望」など、

一つひとつ皆さんの思いが大きく要望書に反映さ

れるようにと、たくさんの討論がなされました。

　２日目は、講演会で「食文化で新たなまちおこ

しを！」と題し、オホーツク圏地域食品加工技術

センター・抜山研究員がオホーツク圏域の豊富で

良質な農畜水産物等を利用した加工食品の開発や

オホーツク北見塩やきそばをはじめとする色を通

じたまちおこしなど、地域に元気をもたらすオホ

ーツクの取り組みを紹介してくれました。後志も

オホーツクに負けず豊富な食材がたくさんありま

すし、６次産業が発展する要素は十分にあると思

います。抜山研究員から、いかにして地域に愛さ

れるものに仕上げていくか、そして、地元の人々

の理解と後押しを受けながら育て磨いていくかと

いう取り組みが地方の特産品づくりの新しい手法

として注目を集めているという情報もいただき、

大変有意義な研修となりました。

上村　智恵子　

　61回目となる北海道女性議員協議会総会は、10

月26日・総会、27日・講演会の日程で開催され、

本町から上村議員と私、住吉が出席しました。

　26日の総会には、北見市・櫻田市長、沢合市議

会議長より挨拶をいただき、その中で沢合議長は

第61回の総会、61回目の開催となる「きたみ菊ま

つり」、自身も61歳と、61という数字にまつわる

話がありました。

　その後、提出議案14件の審議を行い、「ＪＲ北

海道の安全対策強化と安全運行を求める要望」な

どが提案され活発な意見を交わした後、すべての

議案を全会一致で採択し、後日、国と道に提出す

ることとなりました。

　27日の講演会は、「食文化で新たなまちおこし

を！」と題し、講師は北海道立オホーツク圏地域

食品加工技術センター　抜山研究員から講話をい

ただきました。

　オホーツク圏域の豊富で良質な農畜水産物等を

利用した加工食品の開発やオホーツク北見塩やき

そばをはじめとする食を通じたまちおこしなど、

地域に元気をもたらす取り組みの紹介がありまし

たが、とても興味深い内容と有意義な講話に何と

か本町でも講演していただきたいと思いました。

　今回の総会に参加し学んだことを、今後の議員

活動に役立てていきたいと思います。

住吉　英子　
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追跡

あれからどうなった？
質問のゆくえ

議会だよりでは、定例会での一般質問
や町民の皆さんからの請願・陳情を掲
載していますが、町政にどう反映され
たのかを追跡調査していきます。

　昨年に引き続き、ぬくもり灯油助成事業の実施
が決定されました。
　申請期間は、平成26年１月６日（月）から３月20
日（木）までで、助成額は一世帯１万円です。
　対象となる世帯など詳しい内容は、平成25年12
月26日付で全戸配布済みのチラシに掲載されてい
ますので、確認の上、申請をお願いします。
　なお、申請窓口は、住民課社会福祉係です。

今冬の助成を決定！
申請受付中です！現 在

制度化を視野に
入れて判断します

　灯油価格は不透明であり、求めやすい価
格が続くよう期待するが、現段階では今後
の推移を見極め、事業の制度化を視野に入
れて判断します。

答 弁

灯油助成事業の
恒常化の検討を！

　今までの灯油助成事業は、全道市町村の
動向を見て、最後に決めているように感じ
る。高齢者や低所得者が安心して生活でき
るよう事業の恒常化を検討する必要がある
と考えるが、町長の見解は。

（平成25年第３回定例会・一般質問より）

質 問

↓

↓
あれから…こうなりました

北海道の地域別灯油価格

年月日
配達価格（税込／円）

道北 道央 道東 日勝 道南

H25.10.21 102.8 98.8 104.1 100.8 102.6

H25.11.18 104.8 102.1 106.7 103.3 104.1

H25.12.2 104.7 100.9 106.7 103.7 104.1

H25.12.16 104.7 101.3 107.1 103.5 104.3

H26.1.6 107.4 103.4 109.8 106.4 106.8

H26.1.20 107.4 104.6 109.8 106.4 107.0
注）道北：宗谷、留萌、上川／道央：石狩、空知／道東：オホーツク、釧路、根室

　　日勝：日高、十勝／道南：胆振、後志、檜山、渡島

年 月
価格（税込／円）

助成状況
配達 店頭

H20.12 ７７．２ ７５．１ 福祉灯油助成

H21.12 ７１．３ ６９．９

H22.12 ７８．７ ７７．４

H23.12 ９１．２ ８９．７

H24.12 ９５．４ ９３．７ ぬくもり灯油助成※

H25.12 １０６．２ １０４．１ ぬくもり灯油助成

北海道の灯油価格と本町の助成状況

※平成25年３月に実施
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すくすく広場は、毎週火曜日・保健センターで開催しています！

　

議
会
に
対
し
て
望
む
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。
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海
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木
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西
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目

36番
地

１
℡

．
0135-32-3954　
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0135-32-3963

第
1

0
0

号

次の議会は

ぜひ傍聴に来てください

（３月上旬を予定）
３月定例会

◆

編
集
・
発
行
責
任
者

議
　
長

　
山
下
　
敏
二

◆
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長

　
住
吉
　
英
子

副
委
員
長

　
嶋
田
　
　
茂

委
　
員

　
大
野
　
雅
義

委
　
員

　
上
村
智
恵
子

編
集

　
後
記

　
平
成
３
年
６
月
に
創
刊
し
た

「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
今
号
で

１
０
０
号
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
現
広
報
委
員
は
「
議
会
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
」
を

「
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
」
と
い
う
先
輩
議
員
の
意

志
を
引
き
継
ぎ
、
90
号
よ
り
担
当
し
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
議
会
広
報
づ
く
り
と

し
て
、
91
号
か
ら
表
紙
と
裏
表
紙
に
「
絆
」
を
テ
ー

マ
と
す
る
家
族
の
つ
な
が
り
と
、
町
内
で
活
躍
す
る

団
体
等
の
取
材
を
し
た
「
ま
ち
の
人
」
の
記
事
を
町

民
の
ペ
ー
ジ
と
し
て
掲
載
、
ま
た
、
定
例
会
の
予
告

号
と
し
て
の
「
ぷ
ち
通
信
」
の
発
行
や
似
顔
絵
を
取

り
入
れ
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
紙
面
の
更
な
る
充
実
を
目
指
し
、
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　
〈
住
吉
英
子
〉

絆
～家族のつながり～

仁
木
の
果
樹
は
最
高
！

も
っ
と
力
を
入
れ
る
べ
き
！

山
野
井
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
南
町
９
）

南
町
在
住
の
山
野
井
英
幸
さ
ん

は
三
世
代
家
族
！

家
族
み
ん
な
で
観
光
農
園
を
営

ん
で
い
ま
す
。

「
さ
く
ら
ん
ぼ
、
ぶ
ど
う
、
プ
ラ

ム
、
プ
ル
ー
ン
、
桃
、
ト
マ
ト
を

栽
培
し
、
観
光
農
園
を
営
ん
で
い

ま
す
」

「
も
っ
と
果
樹
産
業
に
力
を
入
れ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。
仁
木
は
、
道

内
で
も
有
数
の
果
樹
産
地
な
ん
だ

か
ら
、
付
加
価
値
の
高
い
果
樹
産

地
を
目
指
し
て
い
か
な
い
と
。
加

工
施
設
や
選
果
場
も
古
い
の
で
、

近
代
的
な
施
設
の
建
設
を
お
願
い

し
た
い
で
す
。

　

あ
と
、
観
光
産
業
の
充
実
を
も

っ
と
図
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

　

町
に
対
し
て
、
望
む
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

　

農
作
物
は
何
を
栽
培
し
て
い
る

ん
で
す
か
。

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

大
野
雅
義
）

「
町
民
に
意
見
を
聴
取
す
る
機
会

を
設
け
て
、
生
の
声
を
聞
い
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
町
民
と
の
対
話
が

足
り
な
い
と
思
い
ま
す
」

　

議
会
に
対
し
、
貴
重
な
ご
意
見

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
真

摯
に
受
け
止
め
、
改
革
委
員
会
で

調
査
・
研
究
し
ま
す
！

　

雪
が
舞
う
寒
空
の
下
、
サ
ク
ラ

ち
ゃ
ん
を
モ
デ
ル
に
、
白
樺
の
木

の
下
で
撮
影
し
ま
し
た
。
北
海
道

の
観
光
誘
致
ポ
ス
タ
ー
み
た
い
で

す
よ
ね
！

輝く町民さんを紹介！

人まちの

　

議
会
に
対
し
て
望
む
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

　
議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て
も
い

け
ま
せ
ん
。

　
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
附
行
為
の
禁
止

成人おめでとう！

平
成
26
年
・
新
成
人

木
田
　
悠
介
さ
ん

　   

橋
本
　
巧
夢
さ
ん

大
原
　
良
太
さ
ん

　   

山
北
　
優
希
さ
ん

　

平
成
26
年
成
人
式
は
、
１

月
12
日
に
町
民
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
新
成
人
29
人
が
新

た
な
門
出
を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
大
雪
と
、
あ
い
に

く
の
空
模
様
で
路
面
状
況
も

悪
い
中
、
新
成
人
の
色
鮮
や

か
な
振
り
袖
が
会
場
内
を
晴

れ
や
か
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
に
将
来
の
目
標
に

つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
仁

木
消
防
の
大
原
さ
ん
か
ら
「
地
域
の
皆
さ
ん
の
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
や
り
た

い
」
と
の
頼
も
し
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

木
田
さ
ん
、
橋
本
さ
ん
、
山
北
さ
ん
か
ら
は
「
今
は
学
生

な
の
で
、
就
職
活
動
を
頑
張
り
た
い
」
と
、
将
来
に
向
か

っ
て
邁
進
す
る
皆
さ
ん
の
回
答
に
、
た
く
ま
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

　

町
に
望
む
こ
と
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
町
の
農
産
物
を

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
、
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

の
回
答
に
郷
土
愛
の
精
神
を
二
十
歳
に
な
っ
て
も
変
わ
ら

ず
持
ち
続
け
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

将
来
の
日
本
を
背
負
っ
て
い
く
若
者
た
ち
に
、
大
い
に

期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

（
取
材　

嶋
田　

茂
・
大
野
雅
義
）


